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大槌の宝物

Pickup 大槌のワカメは絶品
震災で打撃を受

けたワカメの収穫
も平成25年3月か
ら2年ぶりに再開
しています。
「大槌のワカメ
は絶品」という声
が、また聞こえる
ようになりまし
た。

Pickup Pickup

Pickup

Pickup

大槌町地場産品復興プロジェクト
「立ち上がれ！ど真ん中・おおつち」

ＴＲＳ食品有限会社

立ち上がれ！ど真ん中・おおつちは、有限会社浦田商
店、芳賀鮮魚店、小豆嶋漁業株式会社、株式会社ナカショ
クの代表4人が集まり、震災でダメージを受けた水産加
工業の復興を目指しスタートしたプロジェクトです。　

東日本大震災津波によって、建物は屋上まで浸水しま
したが、それでも建物の外郭が残りました。
これをみてこの建物を再利用することに決め、今年
から、屋号を「潮
風堂」と銘々し　
北部三陸（岩手県
沖）を産地とする
原料魚を主に使用
した　水産加工食
品販売をしており
ます。

大槌町から歌声を発信
臼澤みさきさん

大槌町では生涯学習による
まちづくりを推進しています

　大槌町出身の臼澤
みさきさんが平成24
年、歌手デビューし、
『第45回日本有線大
賞』と『第54回日本
レコード大賞』で新人
賞を受賞しました。
　聞く人の心に響くみ
さきさんの歌声が、大槌町をますます元気
にしてくれそうです。

①虎舞（安渡虎舞・城山虎舞・向川
原虎舞・陸中弁天虎舞・吉里吉里虎舞） 
②鹿踊り（白澤鹿子踊・金澤鹿子踊・
上京鹿子踊・吉里吉里鹿子踊・徳並
鹿子踊）③神楽・大神楽（安渡大神
楽・金澤神楽・吉里吉里大神楽・城
内大神楽・中須賀大神楽・浪板神楽・
浪板太神楽・花輪田神楽・松の下大
神楽）　その他（雁舞道七福神・吉里
吉里鶏子舞・浪板牛方節）　大槌町では、町広

報誌、チラシ、ホー
ムページ等を活用し
て生涯学習として、イ
ベント等の周知を図るとともに、講演会の内
容を対象者に配布することで生涯学習の意欲
喚起に努めております。また、災害復興計画
を見据えながら、生涯学習推進計画の見直し
等を行い、まちづくりにもつなげていきます。
■主なイベント　●町民文化祭　●郷土
芸能祭　●大槌町チャレンジデー ●高齢
者生きがいセミナー ●子育てサポーター
養成講座　●マリンランド自然体験塾 ●
対人スキルアップ専門研修講座 ●中高年
のためのいきいきスポーツ大会 ●おおづ
ちの自然と歴史体感ウォーキング

大
槌
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宝
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﹇
芸
能・
イ
ベ
ン
ト
﹈

食
材
の
宝
庫
、
大
槌
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
く
大
槌
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

海
の
男
た
ち
の
心
を
捉
え
、
受
け
継
が
れ
る
虎
舞
、
そ
し
て
虎
舞

の
枠
を
超
え
た
地
域
活
動
。
震
災
を
乗
り
越
え
、
大
槌
を
つ
な
ぐ
。

﹇
海
の
恵
﹈

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
世
界
三
大
漁
場
、
三
陸
、
そ
し
て

豊
か
な
自
然
。
現
在
、津
波
で
被
害
を
受
け
た
大
槌
の
恵
は
、私
た
ち
人
間
の
力
以
上
に
、

自
然
が
日
々
そ
の
美
し
さ
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
ま
す
。
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﹈
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銘
酒
「
浜
娘
」

　
明
治
29
年
創
業
の
町
内
唯
一
の

酒
蔵
・
赤
武
酒
造
株
式
会
社
も
、

震
災
で
酒
蔵
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
「
大
槌
町
は
負
け
な

い
！ 

赤
武
酒
造
は
負
け
な
い
！
」

を
胸
に
、
現
在
は
岩
手
県
盛
岡
市

に
酒
蔵
を
か
ま
え
、
大
槌
の
豊
か

な
海
の
幸
を
あ
わ
せ
て
一
献
も
て

な
す
に
は
絶
好
の
地
酒
、銘
酒
「
浜

娘
」
を
造
り
続
け
て
い
ま
す
。

おおつち鮭帰願祭
平成24年12月、震災後2度目となる鮭帰願祭が開

催されました。
また、今年は、震災後初めてとなる鮭のつかみどり

を開催。今年は会場内にプールを準備しました。プー
ルの中を泳ぎ回る鮭を掴もうとする子どもたちの声が
会場を活気づけました。

大槌稲荷神社神輿渡祭典、小鎚神社神輿渡祭典
平成24年9月、大槌稲荷神社神輿渡祭典、小鎚神社

神輿渡祭典が行われ、参加者と見物客でにぎわいまし
た。町への愛情、復興への願いを乗せた神輿は、威勢
のいい掛け声とともに、無事に町内を歩き終えました。

南
部
鼻
曲
り
新
巻
鮭

　
江
戸
時
代
。
江
戸
の
人
々
の
大
き

な
好
評
を
得
た「
南
部
鼻
曲
が
り
鮭
」

を
世
に
送
り
出
し
た
の
は
、
幕
府
開

府
当
時
の
大
槌
城
主
・
大
槌
孫
八
郎

で
し
た
。
彼
は
爆
発
的
に
人
口
が
増

え
た
江
戸
の
市
場
に
着
目
し
、
そ
れ

ま
で
地
元
で
の
み
消
費
し
て
い
た
名

産
の
鮭
を
塩
引
き
（
新
巻
）
に
し
て
、

江
戸
へ
出
荷
し
た
の
で
す
。
上
質
の

素
材
を
加
工
し
て
商
品
価
値
を
高

め
、
経
済
流
通
さ
せ
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
孫
八
郎
の
慧
眼
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
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工
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蔵
ワ
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秋
の
大
槌
を
彩
る
「
大
槌
ま
つ
り
」
の
華
の
ひ
と
つ
、
虎
舞
。
こ
の

勇
壮
な
舞
い
の
起
源
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
前
川
善
兵
衛
に
よ
る
交
易

を
契
機
と
し
て
大
槌
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
虎
舞
は
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
と
し
て
、
海
の

男
た
ち
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
祭
り
の
日

に
は
神
輿
や
大
神
楽
な
ど
と
と
も
に
人
々
を
ま
ち
に
呼
び
込
み
、
見
る

者
の
心
を
も
ひ
と
つ
に
し
ま
す
。

復
興
イ
チ
ゴ
で

お
お
つ
ち
に
元
気
を

　
被
害
を
受
け
た
農
業
者
で
「
大
槌
町
地
域
農

業
復
興
組
合
」
を
結
成
。
農
業
復
興
に
向
け
た

活
動
を
実
施
し
、
平
成
24
年
度
よ
り
農
地
に
イ

チ
ゴ
栽
培
用
の
ハ
ウ
ス
や
資
材
な
ど
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
大
槌
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
非
常
に
珍
し
く
、

県
の
機
関
か
ら
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
他

の
市
町
村
で
栽
培
し
て
い
る
農
家
へ
の
視
察
な

ど
で
栽
培
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

　
品
種
は
、「
紅
ほ
っ
ぺ
」

と
「
さ
が
ほ
の
か
」。
消
費

者
か
ら
も
「
甘
く
て
お
い
し

い
」
と
評
判
も
上
々
で
す
。
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﹇
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た
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